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3 社以上のインターンシップに参加した学生の特徴とは 
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インターンシップ不参加・1 社参加学生に比べ、明らかに高い内々定率 

 2018 年卒学生の 4 月末の内々定率は全体で 23.0％（前年同月比 4.1pt 増）でした（2018 年卒 マイナビ

大学生就職内定率調査＜4 月＞）。前年よりやや早いペースで内々定を保有する学生が増えています。文

理男女別で見ると最も高いのは理系男子（28.4％、前年同月比 4.3pt 増）で、最も低いのは文系女子

（18.1％、前年同月比 3.3pt 増）です。また、特に内々定率が高いのは、理系の土木・建築系（44.4％、前年

同月比 4.5pt 増）、薬学系（38.0％、前年同月比 0.6pt 増）でした。 

 これとは別に内々定率に差が出る項目として、インターンシップ参加経験の有無があります。18 年卒 4 月

の調査では、参加経験ありの学生の内定率は 27.9％であるのに対し、不参加の学生は 11.4％と半分以下

でした。ちなみに 17年卒でも 4月末の内定率で参加経験ありが 27.1％、不参加が 11.8％と、ほぼ同様の傾

向でした（17 年卒は広報活動開始前の活動調査＜2016 年 2 月に実施＞と内定率調査＜4 月＞の両方に

回答した学生で集計）。 

 ここでもう一歩踏み込んで、インターンシップに参加した社数によって内々定率に差が出るか集計してみた

のが下の表です。 
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 上図の通り、インターンシップ参加が 1社の学生（18 年卒 4月の内々定率 18.1％）と 3 社以上の学生（同 

37.6％）を比較すると、内々定率で倍以上の差がついています。さらに文理男女別に分けても（下図）、それ

ぞれのカテゴリーで同様にインターンシップ参加社数が 3 社以上の学生の内々定率が非常に高いことが分

かります。上位校のみや地区別で絞り込んで集計しても、同様に 3 社以上参加の学生の内々定率が高い

傾向がありました。  

 

インターンシップに 3 社以上参加した学生の就職活動状況 

 ここからは「2018 年卒マイナビ学生就職モニター調査」の 3月と 4月の活動状況の結果から、インターンシ

ップに 3 社以上参加している学生の特徴を導き出し、それが内々定率の高さにどのようにつながっているの

かについて分析していきたいと思います。 

 まずは就職活動における活動量について見て行きます。3 月のモニター調査では、3 社以上インターンシッ

プに参加した学生は、エントリー社数、個別企業セミナー参加社数、エントリーシート提出社数、エントリーシ

ート通過社数、面接受験社数のすべてで、インターンシップに不参加、1 社参加、2 社参加の学生の平均を

上回っていることを示しました。このグラフに 4 月のモニター調査の各活動の平均社数を上載せしたのが下

の表です。  
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 3 月調査の時点で、インターンシップ参加社数が多い学生ほど、エントリー社数や個別企業セミナー参加

社数が多い傾向が出ていましたが、4 月に入って多くの学生が選考を経験するようになり、エントリーシート

通過社数や面接受験社数でも明確に差が出るようになりました。この図を見るとインターンシップ 3 社以上

参加の学生の活動量は明らかに他を上回っており、これが内々定率が高い一因と考えられます。なお、イ

ンターンシップ不参加の学生は、他の学生に比べて内々定保有率が低いことから、4 月に入って活動量を

増やしたようで、最も活動量が少ないのはインターンシップ 1 社参加の学生になっています。そういった状況

にあっても、インターンシップに 3 社以上参加した学生は引き続き活動量が多く、時期を問わず活発に活動

する傾向にあるようです。 

 なお、エントリーシートの通過社数を提出社数で割って平均の通過率を出したところ、インターンシップに 3

社以上参加した学生の通過率は 55.3％で、不参加の学生の 53.3％と比べて、大きな差はありませんでし

た。  

インターンシップに 3 社以上参加した学生が保有する内々定について 

 続いて学生が保有する内々定の状況について見て行きます。まずは内々定保有数についてですが、イン

ターンシップに 3 社以上参加した学生のうち複数の内々定を保有している学生は 15.6％で、不参加や 1 社

参加の学生に比べて高い割合となっています。すでに複数の内々定先から入社する企業を選べる状況に
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なっているわけですが、就職活動を終えた学生の割合は高くなく、全体の 86.9％が就職活動を継続してい

ます（内々定を保有していない学生を含む）。  

 

 保有する内々定のうちインターンシップに参加した先からもらった割合については、1 社参加の学生は

31.8％でしたが、3 社以上参加の学生は 53.8％と半分を超えました（下図左）。残りの半分弱の内々定はイ

ンターンシップに参加した企業以外から得ているとも言えます。内々定先のインターンシップにいつ参加した

のか（下図右）については、2 月が高い割合ですが、3 社以上参加の学生は夏や年末年始に参加したインタ

ーンシップ先の企業からも内々定を得ていることが分かります。  
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 ここまで見てきたとおり、インターンシップに 3 社以上参加した学生は、インターンシップに参加した企業や

それ以外の企業から順調に内々定を得ていることが分かりました。これらの学生は多くのインターンシップに

参加することで就業体験において数歩リードしている上、3 月の広報活動開始後も他の学生より活発に活

動していました。また、4 月末時点で就職活動を継続する割合も高く、さらに内々定を得ていくものと思われ

ます。それに比べ、インターンシップに参加しなかった学生や 1 社参加の学生は、行動量においても内々定

率においてもやや出遅れている印象があります。ここまでで開いた差が今後 6 月を迎えてどう変化するのか、

あるいは就職活動終了時における内々定先満足度において差が出るのかどうか、今後も分析を続けて行

きたいと考えております。 

 


